
2022年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL55422A18）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ジンバブエ F113 マーケティング 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2022/4 ・2023/1 ・

2023/2 ・2023/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

高等教育・科学・技術開発省

2）配属機関名（日本語）

ムタレ技術工科専門学校

3）任地（ ムタレ ） JICA事務所の所在地（ ハラレ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は1986年に設立された国立の技術工科専門学校。職員数は約400名、学生数は約3,000名。人文科学、土木建築、
商業、工学等5学部の下に、応用化学、観光、建築、経営、情報マネジメント、自動車整備、機械等14の学科がある。
初等教育7年+前期中等教育4年修了が基本的な入学資格。多くの学科で初年度修了時にNational Certificate、3年修了時
にNational Diploma、4年修了時にHigher National Diploma資格が取得できる(就学期間は各学生の選択による)。過去、
PCインストラクター(3名)、デザイン(2名)、料理(2名)の計7名の隊員の受入実績がある。

【要請概要】
1）要請理由・背景

農業はGDPの約2割を占める当国の重要産業。JICAは技術協力「市場志向型農業振興プロジェクト」を実施し、農家の
所得向上に取組んでいる。配属先が有する100ヘクタールの農地(アグロビジネスファーム)では、自己収入獲得のためバ
ナナ、メイズ、茶葉、マカデミアナッツ等を栽培している。この農地は、学生の実習やプロジェクトに活用することも
検討されており、その一環として、学生たちに市場のニーズや気候変動なども考慮をした上で、収益が上がることを目
指した生産の計画を立てさせ、実際に、栽培、販売までを経験させる取り組みを計画している。この取り組みを進めて
いくため、配属先は協力隊員からのサポートを期待している。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先のビジネス・デベロップメント部門に所属し、アグロビジネスファームの収益向上と有効活用の促進に向け、以
下の活動を行う。
1.アグロビジネスファームの収益向上に向けた運営、管理に関するサポート
2.学生たちがアグロビジネスファームを利用して、実際に市場調査、生産計画立案、栽培、販売までを経験し、収益確
保を目指す新しいプロジェクトへのサポート
3.その他、配属先が必要とするサポート

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

特になし

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
部門長:男性、50代
同僚(6名):女性3名、男性3名、30-40代

活動対象者:

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


学生:20名程度予定(17-20歳程度)

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

英語(レベル:B)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：高等教育機関での活動のため

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：同僚への助言も行
うため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（9～28℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水源]：（不安定）

【特記事項】
全国的に停電、断水の可能性はあるため、生活環境はそれなりに厳しい。

【類似職種】
・野菜栽培
※活動内容が類似している要請が含まれる職種を表示しています。職種に拘らず要請内容でもご検討ください。
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